
平成２４年８月２７日（月）～９月２日（日）〔平成２４年第３５週〕の感染症発生状況 

第３５週で患者報告数の多かった疾病は、1)感染性胃腸炎 2)ヘルパンギーナ 3)手足口病でした。 
感染性胃腸炎は定点当たり３．５９人と前週（３．６３）より患者報告数はやや減少し、ほぼ例年並みのレベルで推移しています。 
手足口病は定点当たり１．６６人と前週（０．６６）より患者報告数は増加しましたが、例年よりやや低いレベルで推移しています。 
腸管出血性大腸菌感染症の届出が２件（血清型：Ｏ１５７ ２件，推定感染地域：日本 ２件）ありました。 

発行 川崎市健康福祉局健康安全室・衛生研究所・各区役所保健福祉センター(保健所） 
（問い合わせ先） ０４４－２００－２４１２ 
 

感染性胃腸炎発生状況(３年間）
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ヘルパンギーナ発生状況（３年間）
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【感染症発生動向調査事業から】 
  
 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

今、何の病気が流行しているか！

第３５週報告数第２位 

第３５週報告数第１位 まだまだ注意が必要です！～腸管出血性大腸菌感染症～ 

 例年、８月を中心に腸管出血性大腸菌感染症が発生しますが、９月もまだ

まだ油断できない時期です。腸管出血性大腸菌感染症に有効な予防対策の覚

え方の一例を御紹介しますので参考にしてください。 

O１５７(ｵｰｲﾁｺﾞﾅﾅ)

７５１Ｏ(ﾅﾅｺﾞｲﾁｾﾞﾛ)

７５℃ １分 で Ｏ個

逆さに読

むと・・・

夏期は、気温と湿度が高いため、食中毒

の原因となる細菌（腸管出血性大腸菌

0157 など）が増殖しやすい時期です。 

0157 などの細菌を死滅させるための

加熱は、75℃１分が一つの目安です。こ

の温度と時間が重要なので忘れないよう

にしましょう。覚え方を左に掲載しました

ので参考にしてください。0157 を逆さに

読んで・・・「75℃１分の加熱で細菌０個」

とすれば覚えやすいですね。 

ただし、食品の表面だけでなく中心部ま

でこの条件で加熱する必要がありますの

で注意してください。 


